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　四国4自治体の「空き家対策事業」に対して、
    企業版ふるさと納税を通じ1000万円の寄付を実施
　香川県坂出市、愛媛県今治市、高知県、徳島県に250万円ずつ寄付

本リリースのポイント
・不動産投資の「楽待」は、四国4自治体（香川県坂出市、愛媛県今治市、高知県、徳島県）が進める
「空き家対策事業」に対し、企業版ふるさと納税を通じて1000万円の寄付を実施
・不動産情報サービスを提供する会社として、社会課題である「空き家問題」解決に貢献
・四国の空き家率は4県そろって全国10位以内に入るほど高く、早急な対策が求められている

国内最大の不動産投資プラットフォーム「楽待」（https://www.rakumachi.jp/）を運営する株式会社
ファーストロジック（本社：東京都中央区、東証上場、証券コード：6037）は、四国4自治体が進める
空き家対策事業に対し、企業版ふるさと納税制度を活用した寄付を実施いたしました。
また後述の通り、香川県坂出市と愛媛県今治市にて寄附目録等の贈呈式を執り行いますので、あわせ
てお知らせいたします。

https://www.rakumachi.jp/
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寄付の概要
四国の4自治体が進める「空き家対策事業」に対して、企業版ふるさと納税を通じて250万円ずつ、計
1000万円の寄付を行いました。寄付は2024年6月までに完了しています。

・香川県坂出市の「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（空き家対策事業）」
・愛媛県今治市の「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（空き家を活用した移住・定住支援事
業）」
・高知県の「空き家対策事業」
・徳島県の「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業における空き家対策事業」

寄付を行った背景と四国を選定した理由
不動産情報サービスを提供する会社として、社会課題となっている「空き家問題」の解決に貢献した
いと考えたためです。

不動産投資プラットフォーム「楽待」には、空き家も含めた中古物件が数多く掲載されています。古
い物件を不動産投資家が修繕して生まれ変わらせ、新たな入居者が入るようにすることで、物件流通
の促進につながると考えています。

「空き家問題」は、少子高齢化と都市部への人口集中により、近年深刻化しています。総務省が発表し
た「令和５年住宅・土地統計調査」によると、空き家の数は900万戸、空き家率は13.8％といずれも過
去最高となり、空き家の数は1993年から2023年までの30年間で約2倍になっています。空き家が増え
ることで、地域の景観や治安の悪化、地域経済への悪影響が発生するおそれが高まります。

四国の空き家率の高さは、徳島県（21.2％）が全国1位、高知県（20.3％）が5位、愛媛県（19.8%）が
7位、香川県（18.5%）が10位となっています。4県とも全国10位以内と順位が高く、早急な対策が求
められていると考え、今回の寄付を決めました。なお、坂出市は香川県内で空き家率が最も高く、今
治市も2番目に高くなっていたこと（※）や、市独自の対策を積極的に進められていたことなどが選定
の理由です。今回の寄付が、四国地方の空き家対策に役立ち、地域活性化につながることを期待して
います。

※市町村単位の空き家率については「令和５年住宅・土地統計調査」の結果が未公表のため、2018年の数値を参
照しています

https://www.stat.go.jp/data/jyutaku/2023/pdf/g_kekka.pdf
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贈呈式の概要
・日時：2024年7月17日（水）15:30～
・会場：今治市役所　本館２階　特別応接室
・住所：愛媛県今治市別宮町一丁目４番地１

　　   ・出席者：今治市　徳永 繁樹市長
・内容：出席者紹介、贈呈者挨拶、目録贈呈、市長謝辞、写真撮影、懇談

・日時：2024年7月18日（木）10:00～
・会場：坂出市役所　本庁舎本館３階　応接室
・住所：香川県坂出市室町二丁目３番５号
・出席者：坂出市　有福哲二市長
・内容：出席者紹介、寄付者挨拶、目録・感謝状贈呈、市長謝辞、写真撮影、懇談

不動産投資の「楽待」概要
2006年3月に開設した「楽待」は、月間168万人が訪れる、使いやすさ・利用者数・掲載物件数・
No.1(*1)の不動産投資プラットフォームです。全国5100社の不動産会社が毎日物件情報を登録してお
り、ユーザーは自身の希望条件で絞り込んで、目当ての物件を探すことができます。

また、不動産投資専門メディア「楽待新聞」を通じ、業界のニュースや不動産投資の成功談・失敗談
などを発信。公式 YouTube「楽待 RAKUMACHI」はチャンネル登録者数67.3万人、総再生回数は2億
7900万回にのぼります。（2024年6月時点）

不動産業界のDX（デジタルトランスフォーメーション）を促進するため、2020年6月には、不動産会
社とオンライン通話ができる「ビデオ通話」機能もリリースしました。更に2022年6月には有料会員
サービス「楽待プレミアム」を開始。登録することで、業界初(*2)の独自機能「賃貸経営マップ」やプ
レミアム会員限定動画が見放題になります。

「公正な不動産投資市場を創造する」というビジョンのもと、不動産投資家・加盟不動産会社の双方
にとって使いやすい機能やサービスの提供に努めてまいります。また、2024年10月25日からは社名を
株式会社ファーストロジックから「楽待株式会社」に変更予定です。
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【会社概要】
社名：株式会社ファーストロジック
URL：https://www.firstlogic.co.jp/
上場市場：東証スタンダード（証券コード：6037）
本社：東京都中央区八丁堀三丁目3番5号 住友不動産八丁堀ビル5階
設立：2005年8月23日
事業内容：国内最大の不動産投資プラットフォーム「楽待」の運営

【本件の問い合わせ】
株式会社ファーストロジック広報担当
携帯電話：080-4775-3086（金子）／080-4129-5743（尾藤）
固定電話：03-6833-9438
E-mail：rakumachi@firstlogic.co.jp

*1『物件数 No.1』：日本マーケティングリサーチ機構調べ（2022年12月）
『使いやすさ No.1』：ゴメス・コンサルティング調べ（2022年12月）
『利用者数 No.1』：自社調べ（2022年12月）
*2 自社調べ（2023 年 4 月）
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